
クローズアップ定例委員会
お 知 ら せ

　新たな議会体制で迎えた６月定例会では、市民生活や
地域の将来に関わるさまざまな議案について審議を行い
ました。本号では、その概要と委員会活動の様子を中
心にお伝えしています。
　今年度は現議員の任期を締めくくる年です。
　人口減少や物価高、防災など多くの課題がある中、

地域の支え合いや新たな挑戦の芽も育っています。こうした声を大切にしながら、開かれた議会を目
指してまいります。
　ぎかいだよりが議会を身近に感じていただくきっかけとなれば幸いです。暑さ厳しき折、どうぞご
自愛ください。

　議会広報紙がより身近なものとなるように、市民の皆様から、ぎかいだよりの表紙や
紙面で使用する写真を募集しています。
　募集要項は、市議会ホームページ（右下の二次元コードから）で確認できます。応募
は、個人に限らず、団体や学校等で撮影いただいたものでも可能です。詳しくは議会事

務局へお問い合わせください。
　次号令和8年11月１日発行のぎかいだより第65号の写真の応募締切は令和8年9月15日㈫です。

◆� 申し込み・問合わせ
　 高山市議会事務局
　 TEL　0577-35-3152 ／ FAX　0577-35-3170
　 mail　gikai@city.takayama.lg.jp

市議会ホームページ
ぎかいだより
     表紙写真募集へ　 ☞

ぎかいだよりに掲載する 写真 を募集しています

中部縦貫自動車道高山清見道路（高山ＩＣ～丹生川ＩＣ（仮称）間）
の中間IC周辺の整備の方向性について
　中間ＩＣ周辺における市の地域活性化構想の方針において、「市は拠点となる整備を行うことで、民間
によるエリア開発を誘導する」としていることから、中間ＩＣ周辺の地域活性化検討調査が実施されました。
　調査を受けて、中部縦貫自動車道の整備状況に応じた段階的な整備を行う方向性が以下のように示さ
れました。

  （１）高山清見道路完成時
 　�当面は、地域特性（山岳眺望・田園風景）を活かし、軽トラマーケットやイベントなどの多目的

に利用ができる広場を整備し、市民や来訪者による賑わいのきっかけづくりを行う。

  （２）中部縦貫自動車道の高山市内全線開通時（将来構想）
 　�広場を拡充した公園整備や民間活力による収益施設の導入により、賑わいの拡大を図るとともに、

民間開発を誘導して地域活性化を図る。

議会の視点
　今後は地域活性化構想エリア整備の方向性を踏まえ、地元への説明会や意見交換が行われ、中間IC
周辺の整備がすすめられますが、議会としても、市からの協議や提出議案に対して、活発な質疑や十
分な審査を行っていきます。
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